
第7期環境行動計画の目標を達成するために設置された

ワーキンググループ（WG）を中心に、前年度に設定した持続

可能性に貢献するソリューションの基準を検証したうえで、気

候変動の緩和と適応に貢献するソリューション12件を選出し

ました。さらに、これらの提供拡大を推進するために、グロー

バルな情報発信に向けたプランを策定しました。

近年、世界的に多発する異常気象と大規模な洪水は、多く

の市民と地域経済に影響を及ぼしています。こうした災害へ

の対策強化のため、インドネシア共和国ジャカルタ特別州で

は、独立行政法人 国際協力機構インドネシア事務所様（JICA
インドネシア事務所）の支援を通じて、富士通とPT. Fujitsu 

Indonesia（富士通インドネシア）が構築した市民参加型災害

情報共有システムを導入しました。

本システムはインドネシアで普及率の高いスマートフォン

を活用し、市民約1,000万人にアプリを提供。市民はアプリを

インストールし、自分が見た河川水位や雨量情報を写真とメ

モで送信すると、スマートフォンの位置情報（GPS）に基づき、

複数のレポートを1つの地図上に集約して表示します。市民は

同アプリを利用し、この情報を参照することができます。また、

本システムは、ジャカルタ防災局の既存の災害情報管理シス

テムと連携しており、災害時にはジャカルタ防災局が発令した

警報などをリアルタイムでスマートフォンに送信します（同ア

プリのインストール済み端末が対象）。災害状況収集を目的と

した高度な観測網を整備するうえで資金調達が課題であった

ジャカルタ特別州にとって、低コストで容易に導入できるこの

ソリューションは最適だと言えます。

さらに、同アプリを使って情報を提供する市民が増えるほど

多くの河川水位と雨量情報を得られるため、市民の自発的、

自律的な防災・減災意識の啓発や向上も期待できます。

お客様への提供拡大を目指し、2015年度中に持続可能性

に貢献するソリューションをウェブサイトなどで広く情報発信

していきます。

また、事例の提供や、ソリューションのラインナップ拡充を

図っていきます。

持続可能な社会の実現には、GHG排出量の削減による地球

温暖化対策や気候変動への適応、省資源化や生物多様性の保

全、食糧供給の安定化や都市化対策など、様々な環境・社会課

題に対処していく必要があります。

そこで、富士通グループではICTソリューションの提供を通じ

てグローバルに環境・社会課題の解決に貢献することを目指

し、サステナビリティソリューションの提供拡大を推進していま

す。グローバルなメンバーで構成された環境ソリューション委

員会と、配下に設置したワーキンググループ（WG）で検討・推進

を行っています。
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